
「

利
根

英
法

記

念
邦

楽

コ
ン

ク
ー

ル
」

と
し

て
２

０

１

４
年

に

始
ま
っ

た
こ

の

コ
ン

ク
ー

ル

。
「

古

典

」

と

「

現
代

曲

」
を
テ

ー
マ

に

交
互

に
開

催
、

昨
年

か
ら

名

称

を
「

あ

い
お
い

全

国
邦

楽
コ

ン
ク

ー
ル

」
に

変
更

し

て

今
に

続

い
て
い

ま
す
。
今
年
は
第

回
と
い
う
こ
と
で
、

10

本
選
前
日
に
コ
ン
ク
ー
ル
会
場
と
同
じ

相
生
市
文
化
会
館
で
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
英
法
と
深
い
付
き

合
い
の
あ
る
演
奏
家
そ
し
て
今
年
の
審

査
員
の
先
生
か
ら

人
の
演
奏
家
に
相

8

生
に
集
結
し
て
頂
き
、
会
に
ふ
さ
わ
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

月

日(

日)

、
予
選
を
勝
ち
抜
い

3

31

た

「
中
学
生
ま
で
の
部
」

人
と
「
一

7

般
の
部
」

人
が
腕
を
競
い
ま
し
た
。

16

結
果
は
次
頁
の
表
の
と
お
り
で
す
。

「
中
学
生
ま
で
の
部
」

位

と

位

は

僅

差

と

な

り

ま

し

1

2

た
。
ど
ち
ら
が
金
賞
を
取
っ
も
お
か
し

く
な
い
。
金
賞
・
相
生
賞
に
輝
い
た
の

は

フ

ァ

ン

・

エ

リ

ッ

ク

さ

ん

の

『

斜

影
』
。
正
確
な
細
か
い
手
に
力
強
さ
と

優
し
さ
を
持
た
せ
て
表
現
し
ま
し
た
。

中
学

年
生
で
す
が
受
賞
の
挨
拶
を
聞

1

い
て
も
大
人
び
て
い
て
、
将
来
を
嘱
望

さ
れ
ま
す
。
銀
賞
の
横
川
夢
さ
ん
は
昨

年
の
「
古
典
」
で
『
春
の
曲
』
を
弾
き

歌
い
、
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
中

学

年
生
と
な
っ
た
今
回
は
『
手
事
』

2
で
勝
負
、
歯
切
れ
良
く
き
れ
い
な
音
が

心
地
よ
か
っ
た
。
銅
賞
の
山
岡
莉
緒
さ

ん
も
中
学

年
生
。
弱
音
の
使
い
方
が

2

う
ま
く
、
た
っ
ぷ
り
間
を
持
た
せ
て
『
風

に
き
け

P
a
rtII

』
を
披
露
し
ま
し
た
。

（
内
面
へ
つ
づ
く
）

利根英法基金は、若手の演奏者を支援することを通じ、

邦楽の普及と日本の伝統文化や伝統楽器の音色を世界に広めることを目的としています。

当基金では、広く皆様からご支援をいただくための賛助会員とコンクール支援を

募集しております。みなさまのご支援・ご協力をお願い申し上げます。

・コンクール支援 1口 10,000円

・個人賛助会員 1口 3,000円／年

・法人賛助会員 1口 10,000円／年

ゆうちょ銀行 記号番号：００９６０－３０８９０３

口座名義人 一般社団法人 利根英法基金

（シャ）トネヒデノリキキン



「
一
般
の
部
」

各
審
査
員
の
１
位
は
バ
ラ
け
ま
し
た
。

金
賞
は
２
位
の
得
票
も
多
か
っ
た
安
嶋
三

保
子
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
に
賢
順
記
念
コ
ン
ク
ー
ル
で
賢
順
賞
を

と
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
し
っ
か
り
し
た

タ
ッ
チ
と
豊
か
な
感
性
『
情
景
三
章
』
を

披
露
し
ま
し
た
。
銀
賞
は
『
秋
風
幻
想
』

を
演
奏
し
た
鈴
木
泉
芳
さ
ん
。
情
感
た
っ

ぷ
り
で
曲
作
り
が
上
手
い
。
銅
賞
は

年
20

に
賢
順
記
念
コ
ン
ク
ー
ル
で
賢
順
賞
を
と

っ
て
い
る
大
川
義
秋
さ
ん
。
自
作
『
３
・

→

(

こ
れ
か
ら)
」
』
で
勝
負
し
ま
し
た
。

１１音
色
の
操
作
が
上
手
く
、
優
し
さ
と
激
し

さ
の
メ
リ
ハ
リ
が
効
い
て
い
ま
し
た
。

「
一
般
の
部
」
で
印
象
に
残
っ
た
演
奏

は
相
生
賞
を
獲
得
し
た
小
野
輝
美
さ
ん
の

『

甦

る
五

つ
の

歌

』
。

深
い

音
色
、

落

ち

着
い
た
間
、
抜
群
の
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

賞
に
は
漏
れ
ま
し
た
が
宇
野
桃
世
・
高
桑

杏
奈
・
奥
野
楽
・
石
橋
え
り
か
さ
ん
ら
に

よ
る
『
和
楽
器
の
た
め
の
四
重
奏
曲
第
一

番
』(

小
山
清
茂)

は
息
も
ピ
ッ
タ
リ
で
箏

は
歯
切
れ
良
く
、
も
っ
と
聞
い
て
い
た
い

と
思
う
演
奏
で
し
た
。

表
彰
式
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
恒
例
と
な

っ
て
い
る
「
審
査
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞

く
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
に
と
っ

て
は
最
高
の
贈
り
物
と
な
っ
た
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

※
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル

２
０
２

年
５
月
号
よ
り

4

抜
粋
・
加
筆

【第11回】古典「箏曲地唄」

2024年3月30日(日)
相生市文化会館 扶桑電通なぎさホール

10:20 開演(9:30 開場)
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口座名義人 一般社団法人 利根英法基金
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（兵庫県相生市） 石井 和久 （千葉県柏市） 市田 忠義 （東京都江東区）

稲村 知 （岡山県美作市） 岩谷 成子 （兵庫県相生市） 大前 和秋 （兵庫県相生市）

押切 重洋 （東京都中野区） 桂 好志郎 （京都府京都市） 加藤　雅楽豊華 （北海道札幌市）

(株)KANAYAMA （兵庫県姫路市） 河原 伸二 （兵庫県相生市） 神澤 良明 （兵庫県三木市）

菊賀 糸路 （兵庫県たつの市） 木村 素静 （岡山県瀬戸市） (有)琴光堂 （長野県松本市）

黒田 真隆 （兵庫県宍粟市） 小林 宏之 （兵庫県姫路市） 小林 奈津子 （兵庫県相生市）

小林 一誠 （大阪府吹田市） (有)五味楽器店 （長野県上田市） サカイシューズ （兵庫県相生市）

佐々木 茂夫 （兵庫県相生市） 澤村 祐司 （東京都葛飾区） 軸原 博文 （兵庫県神戸市）

清水 律子 （兵庫県姫路市） 下川 知佳 （岩手県盛岡市） 下田 信治 （兵庫県相生市）

（兵庫県相生市） 白岡 恵美子 （兵庫県相生市） 随應寺 （兵庫県姫路市）

須郷 哲司 （他愛同深川市） 瀬里奈 （兵庫県姫路市） (株)大貫堂印房 （兵庫県姫路市）

田口 務 （兵庫県相生市） 竹田 龍生 （兵庫県太子町） (株)田渕重機 （兵庫県相生市）

筑紫 純子 （福岡県福岡市） 津田 勤 （兵庫県相生市） 手づくり工房木之本塾 （滋賀県長浜市）

利根 健太郎 （神奈川県川崎市） 利根 淳仁 （岡山県岡山市） 利根 昌幸 （岡山県岡山市）

豊田 節子 （福島県郡山市） 中司 ひとみ （広島県福山市） 生ソバ更科 （兵庫県赤穂市）

西澤 裕子 （兵庫県相生市） 野坂　惠璃 （東京都渋谷区） 野村 祐子 （愛知県名古屋市）

畑本 康介 （兵庫県たつの市） 畑本 昌宏 （兵庫県相生市） 福井 礼子 （宮城県仙台市）

(有)ふるさと （兵庫県太子町） 前川 美加 （兵庫県姫路市） 丸三ハシモト(株) （滋賀県長浜市）

盛 耕三 （兵庫県相生市） 山口 武彦 （群馬県渋川市） 山下 孝行 （兵庫県相生市）

山下 みち代 （北海道札幌市） 山田 京一 （新潟県長岡市） 吉田 勲 （兵庫県相生市）

(有)和成板金工業 （兵庫県姫路市）


